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キレイなごみステーションは正しい分別から。
7月にスタートした新ごみルールの中で、皆さんから特に多くの
お問い合わせがあった事柄について、あらためて解説します。

袋が破れやすい枝などには、透明または半透明の厚手の袋を使ってください。中身が見えるもので
あれば、肥料などの袋でも結構です。ダンボール箱では中身が見えず、箱の口が開いていると中身
が飛散しやすいため、使わないようお願いします。

ボックスティッシュの取り出し口のビニールや、紙袋に付いているビニール製の取っ手なども、取
らずに出していただけます。

収集・選別の際に、汚れた紙との区別がつきませんので、ティッシュペーパーは、汚れの程度に関
わらず「燃やせるごみ」として出してください。

「雑がみ」に当たるもの以外が混ざっていないか袋の外から確認する必要がありますので、紙袋に
入れたり新聞紙に包んだりはしないようお願いします。住所や名前などが見えるのが気になる場合
は、紙をシュレッダーなどで裁断するか、外から見えないよう折り曲げるなどしてください。

同じ日に収集するものは原則として同じ袋にまとめることができます。ただし、「燃やせないごみ」
の収集日に出していただく「スプレー缶・カセットボンベ」と「筒型乾電池」については、分別区
分が違いますので、透明または半透明の袋（指定袋は不可）に区分ごとに分けて入れてください。

外袋が指定袋であれば、レジ袋なども内袋として使うことができます。一部を新聞紙や小さな不透
明の袋で包むなど、生ごみを外から見えにくくすると、カラス被害の防止に効果的です。なお、水
分はよく切ってから出してください（生ごみの水切りについては全市版 9ページをご覧ください）。
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